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教師が日常的にＩＣＴを利用した授業を行うための

研修プランパッケージの開発

三好教育研究所 研究員 中川斉史

１ 背景

文部科学省（以下文科省）は 2007 年 2 月に「教員の ICT 活用指導力の基準の具体化・明確

化に関する検討会」において決定された「教員の ICT 活用指導力のチェックリスト*1 」（表 1 ）を

公表し，同年 3 月にはこのチェックリストを元に全国の教員に対して，調査が行われた。チェック

リストは主に 5 項目からなり，全部で 18 項目になる。このチェックリストは，次のようにＡからＥの

大項目に分かれており，それぞれの項目に分かれてチェックをするようになっている。

表 1 教員の ICT 活用指導力チェックリスト（文科省 2007 ）

Ａ－１
教育効果をあげるには、どの場面にどのようにしてコンピュータやインターネットなどを利用すればよいかを
計画をする。

Ａ－２ 授業で使う教材や資料などを集めるために、インターネットやＣＤ－ＲＯＭなどを活用する。

Ａ－３
授業に必要なプリントや提示資料を作成するために、ワープロソフトやプレゼンテーションソフトなどを活用
する。

Ａ－４
評価を充実させるために、コンピュータやデジタルカメラなどを活用して児童の作品・学習状況・成績などを
管理し集計する。

Ｂ－１
学習に対する児童の興味・関心を高めるために、コンピュータや提示装置などを活用して資料などを効果的
に提示する。

Ｂ－２
児童一人一人に課題を明確につかませるために、コンピュータや提示装置などを活用して資料などを効果
的に提示する。

Ｂ－３
わかりやすく説明したり、児童の思考や理解を深めたりするために、コンピュータや提示装置などを活用し
て資料などを効果的に提示する。

Ｂ－４
学習内容をまとめる際に児童の知識の定着を図るために、コンピュータや提示装置などを活用して資料な
どをわかりやすく提示する。

Ｃ－１ 児童がコンピュータやインターネットなどを活用して、情報を収集したり選択したりできるように指導する。

Ｃ－２
児童が自分の考えをワープロソフトで文章にまとめたり、調べたことを表計算ソフトで表や図などにまとめた
りすることを指導する。

Ｃ－３
児童がコンピュータやプレゼンテーションソフトなどを活用して、わかりやすく発表したり表現したりできるよう
に指導する。

Ｃ－４
児童が学習用ソフトやインターネットなどを活用して、繰り返し学習したり練習したりして、知識の定着や技
能の習熟を図れるように指導する。

Ｄ－１
児童が発信する情報や情報社会での行動に責任を持ち、相手のことを考えた情報のやりとりができるよう
に指導する。

Ｄ－２ 児童が情報社会の一員としてルールやマナーを守って、情報を集めたり発信したりできるように指導する。

Ｄ－３
児童がインターネットなどを利用する際に、情報の正しさや安全性などを理解し、健康面に気を付けて活用
できるように指導する。

Ｄ－４
児童がパスワードや自他の情報の大切さなど、情報セキュリティの基本的な知識を身につけることができる
ように指導する。

Ｅ－１
校務分掌や学級経営に必要な情報をインターネットなどで集めて、ワープロソフトや表計算ソフトなどを活
用して文書や資料などを作成する。

Ｅ－２
教員間、保護者・地域の連携協力を密にするため、インターネットや校内ネットワークなどを活用して、必要
な情報の交換・共有化を図る。
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図 1 は，文科省から 7 月に発表されたそのチェックリストの結果*2 である。これによると， B 項

目の数値が，他の項目に比べてやや低い数値というのが特徴的となった。この調査は，自己申

告に基づくものであり，調査の数値は絶対的なものでないことを考慮した上で見る必要がある

が， B 項目が「授業中に ICT を活用して指導する能力」についての調査である以上，授業を担

任する者が，授業の中で ICT を活用しているかどうかを示した数値であることには違いない。

この結果を受けて，これらの数値を向上させるべく，文科省をはじめ，都道府県教委，研修セ

ンター等，それぞれの立場で様々な対策を打ち立てているようであるが，その前にこの結果をも

たらした原因を考える必要があると考える。

堀田ら*3(2006)は，教員の IT 活用指導力を，「 IT を活用してさらに学習効果を高める指導

力」と定義した上で，これらの力を次の 3 つに分け，それぞれの重要度についてまとめた。

図 1 教員の ICT 活用指導力の状況（文科省 2007 ）

Ａ　教材研究・指導の準備・評価などにＩＣＴを活用する能力

Ｂ　授業中にＩＣＴを活用して指導する能力

Ｃ　児童・生徒のＩＣＴ活用を指導する能力

Ｄ　情報モラルなどを指導する能力

Ｅ　校務にＩＣＴを活用する能力
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A : IT 活用授業に関する知識

B : IT 活用授業のマネージメント力

C : 授業場面で必要な IT 活用スキル

そして，これらを元に， IT 活用指導力向上のための校内研修で効果があったと感じた具体的

内容について調査整理を行った結果，

「 IT 活用による授業を実施しようとした際に必要となるハードウエアが常に使える形で整備され

ていること」

「一般の教員が IT 活用による授業を実施しようとするムードの形成と，授業場面のイメージの訴

求，さらには，実際に IT を活用した授業を実施した場合にいつでも助けてもらえるという体制作

りが IT 活用指導力を習得する研修の重要な構成要素であることがわかる」

「操作に関する研修や，学校外での研修についての有効性が相対的に低く評価されていた」

ことを明らかにした。

筆者の勤務先である三好地域において，これらのことを考えると，一番目の「情報機器環境の

整備」については， 1994 年当時より，各学校において，学習用コンピュータの整備にとりかかり，

毎年たくさんの予算を組み，当時の 8 町村がよい競争をしながら，整備を進めてきた経緯があ

る。さらに， 1998 年度より国の「先進的教育用ネットワークモデル地域事業」，「次世代ＩＴを活用

した未来型教育研究開発事業」に指定され，三好地域すべての小，中，高，特殊教育諸学校が

高速インターネットの利用ができるようになったこともあり，インターネット回線やコンピュータ機器

の環境はおおむね満足した状況であるといえる。

さらに， IT 活用による授業を実施しようとするムード作りとしては，三好郡市小学校教育研究

会情報・視聴覚部会の積極的な活動が挙げられる。古くは 1991 年当時から，授業の中での IT

活用について実践研究が行われ，操作研修については早くからその方法を見直し，各校の情報

主任の連携を深め，授業の中での活用を追求してきた。

各学校の情報主任の存在がキーポイントとなることが明らかになってきたため，中川*4(2005)

は，各校の情報主任がＷＥＢ上でコミュニティを作り，日頃の研修内容や，技術的なことも含めた

相談の場所をもうけ，必要なアドバイスが相互にできる仕組みを整えた。その際，より高次の視点

からアドバイスできる立場としての地域教育情報化コーディネータ註(ITCE)の存在が大事である

ことを明らかにした。

以上のことから，三好地域においては，先に堀田が結論づけた「 IT 活用指導力を習得する研

註

教育情報化コーディネータは JAPET において，定義されている言葉であるが，ここでは，その定

義に加えて，学校現場と教育委員会，そして導入業者との相互の関係をよりスムーズにするための

立場と各学校の情報主任を統括するリーダーとしての意味である。
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修の構成要素」に関しては，おおむねその条件を満たしているものと推測できる。しかしながら，

三好地域の特性として，地域内の学校に長期間勤務する教員(いわゆる地元教員)が他の地域

に比べて少なく(約 6 割)，前述の「校内のムード作り」という項目においては，異動が多いことによ

る影響があると考えられる。

そのため，図 1 の調査項目においても，地域内の水準をどのように維持するかということにつ

いて，しっかりした対策を講ずる必要があるといえる。

図 1 の結果の中の， B 項目の数値が低いことを受け，様々な機関がその対策を打っている。

古くは， NICER が中心となって，「 IT 授業実践ナビ」による， ICT 活用の授業シーンをくわし

く体感する研修システムも稼働している。（ http://www.nicer.go.jp/itnavi/）

そして最近では，(独)メディア教育開発センターでは，「教員研修Ｗｅｂ総合システム TRAIN 」

を開発し，「教員の ICT 活用指導力の基準」に適合した教員の指導力の向上と ICT スキルの向

上を図るための自主研修システムを稼働させた。（ http://train.nime.ac.jp/）

これらのシステムの基準となっているのが，（社）日本教育工学振興会(以下 JAPET ）が文科

省の委託を受けて調査報告した「 IT を用いて指導できる基準の作成のための調査研究」であ

り，この報告書には，各教科や指導単元において具体的な ICT スキルの記述がみられる。

これらの背景には， 1999 年から 2005 年まで，年度末に調査をしている「教員のコンピュータ

利用等に関する調査」で問われている「コンピュータを利用して指導できる」という項目が，「日常

性を問うものではない」「具体的な指導場面を想定していない」などの問題を含むことから，教員

に対する ICT の指導に関する具体的な内容を身につけてもらうことを目的として，積極的な支援

が行われてきた。

そのほか， 2003 年頃を中心として JAPET による「情報教育対応教員研修全国セミナー」が様

々な ICT 関連企業とともに数多く開催され，情報教育関係の一流の指導者，講師，実践者の話

を聞くことができるようになったことも，現場教員の意識を高め，スキルアップにつながってきたと

言える。

よくこれらの会で結論づけられるのが，「結局は授業力で・・・」という内容である。確かに，その

通りであるが，この場面で ICT を使うか使わないか，あるいはどの ICT 手段を，どの程度使おう

かなどという判断を教師が行うためには，教師自身が選択肢を数多く持っていることが必要とな

る。そのことを考えると，教師の ICT 活用についての具体的な必要項目は必然的に増えることに

なる。

ところが，授業力がある教師が，あと 1 エッセンスを加えるかどうかの ICT スキルは，一番うや

むやにされていた部分ではないかと感じている。数年前は，放課後和気あいあいと教師同士が

ICT スキルについて教えあうシーンも見られたが，最近では教師の多忙化により，教師同士のコ
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ミュニケーションもままならなくなってきた。さらに校内研修で扱う内容は増加の一途をたどってお

り， ICT に関しての研修を何度も開催することが不可能になってきている。

表ら*5(2006)は，それらの悪条件を克服する方法として，「校内情報便り」を発行し，必要に応

じた具体的研修内容を記すようにし，校内の教員の ICT 活用が促進されたとしている。

小柳和喜雄*6(2003)は，情報教育を実践していく場合，教師は３つの壁があるとしており，とく

に２番目の壁として，「操作はできるがどう授業に位置づけていけばいいのか分からない」という

壁があるとしている。この壁の幅は個人差が大きく，必然性もなく安易に情報機器を持ち込む授

業にならないようにどうするかという壁のことで，この壁の解消には，ＩＣＴを使った授業をプロセス

の段階から見直すことや，目の前の子供たちの課題をもう一度考え直すことなどが必要であると

している。

２ 研究の位置づけ

三好地域ではプロジェクタが普通教室に多く配備され、指導用のコンピュータも十分に配備さ

れたところが多い。それらの環境面を生かしつつ，次に必要なのは教員がそれらを効果的に授

業に生かしていくための研修である。そのためには，教員が普通教室でＩＣＴを活用した授業を

行うために必要な，具体的知識とスキル等の能力を明らかする必要がある。

そこで，これらの力をつけるためにはどのような研修をしていけばよいのかについて，本研究で

は具体的に提言する。そしてそれらの研修内容をパッケージ化し、汎用の可能性を探る。

三好教育ネットワークセンターはこれまで，教師が ICT 活用を行って授業ができるために，数

々の現場支援を行ってきた機関である。なかでも，その現場に行ってその現場の機材や仕組み

を使っての出前研修は，全国に先駆けて， 2000 年度からはじめており，かなりの成果をおさめ

た。

しかし，時代の流れとともに，現在ではこの地域でも，普通教室での教師のＩＣＴ活用の格差が

問題となってきた。機器は整備されつつあっても，実物投影機を使って提示さえすればよいと

か，プレゼンソフトを使って，何でもかんでも表示すればよいといった誤解や，一人では不安で機

器を使えないという教員がいることも事実である。

そこで，普通教室にプロジェクタが整備しはじめるようになった昨今，教師が普通教室でプロジ

ェクタを使って授業をするためには，どのようなスキルが必要なのかについて，予備調査を行い，

ある程度の必要なスキルについての項目の整理が進んできた。

今回，これらのスキル項目を短期間で必要に応じ研修し，すぐに教師の力量として利用できる

ためには，具体的にどのような研修プランを用意すればよいかについて実践研究し，スモールス

テップで利用できるパッケージ開発を行っていくものである
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３ 目的

”分かる授業のためにＩＣＴを使う”というのは，現在の教育の情報化における目標の一つであ

る。学校現場に機器が入った場合，機器を導入さえすればよいという行政等の発想で，今まで活

用されなかった機器も多い。それは，機器の機能の説明以外に，それぞれの教員の持つ現段階

での能力と，それらを本当に活用するための研修とのズレがあったためではないかと思う。

今回の研究では，それらのズレを解消するような研修プランを提示できるものと思われる。そし

て，どの学校でも短時間に効果の出るような形で研修プランをパッケージ化する。これらのパッケ

ージは，Ｗｅｂで公開を予定しているため，今後の全国の学校現場での利用が期待できる。

その結果，全国のいろいろな学校の普通教室で，ますますＩＣＴ活用が広がり，国のめざす”分

かる授業のためにＩＣＴを使う”という具体的目標によりいっそう近づけるものと思われる。わかる授

業のためのＩＣＴ活用とは，具体的には次のようなことであると考え，徐々にでも教師がそのように

変化を遂げてくれることを期待している。

・プロジェクタとＰＣを接続したり，実物投影機を接続したりして，教室で利用する

・プレゼンソフトを利用して，写真や教材を思い通りに提示する

・デジカメで撮影した写真を授業中に利用する

・インターネットから必要な情報を取り出し，授業で利用しやすいように保存し，加工する。

・実物投影機を日常的に利用する。

・メールを利用して授業に関する情報をやりとりする。

・学校ＷＥＢページに興味を持ち，進んで活動を発信する。
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４ 方法

三好郡市内で情報教育を積極的に推進してきた教員の中から，研究プログラムの作成につい

て協力できるメンバーを募り，校内研修で実施可能なプランを中心に検討を重ねていった。そこ

でできあがったプランを元に，三好郡市内の学校での校内研修を実施し，実施している学校と実

施していない学校で，表 2 に挙げた教師の ICT スキルチェック項目の比較を行い，研修プログ

ラムの内容の効果を測定した。

表 2 本研究の実施計画

月

５月 研究内容の検討

・日常的にＩＴを使っている教師のヒアリング、観察により、具体的知識や能力を整理した前年度の

データを再検討

・プロジェクタ等を利用して普通教室で授業をするために必要な力量，スキルの再検討

・苦手だと感じている教師に、どんなことがしたいか、（どんな授業をしたいか）をヒアリングし、どん

なものが不足しているかを明らかにする

・実践現場の選定と依頼

・校内研修パッケージ開発の分担

・研究協力組織の選定

６月 現場校内研修

～ ・開発したキットを利用した校内研修の実施

１月 ・必要な知識や能力を身につけるための研修計画をたて、個別的におこなうもの、集団で行うもの

など、いくつかのパターンを試行する。

・研修計画のパッケージになりそうな研修パターンを、教材や時間配分などの（三好郡市バージョ

ン、池田地域バージョン）を数個作成する。

・これらの結果から、それを一般化するために、修正を加える。（学会発表(中間報告)

・新しく三好郡市へ異動してきた先生に注目し，どのようにスキルレベルが上がってきたのかを追跡

・ＯＪＴでは効率が悪いものを明らかにして，自己研修ができる内容を厳選する

研究のまとめ

３月 ・教員の ICT スキルについて，本プランによる校内研修実施校とそうでない学校との比較



-8-

５ 結果と考察

１ 開 発 し た 研 修 プ ラ ン

研修プランをユニットに分け，時間や対象によっていくつかのユニットを組み合わせて，実施

することができるように構成した。表３に本研究で開発した「 ICT スキルキット」および「全体研修

キット」の一覧を示した。

表３ 開発したスキルキット一覧
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開発したプランのうち，Ａシリーズは個人的に自主学習し，課題を解決するためのシートであ

る。Ｂシリーズは，全体研修の場面で全員が同時に知識を得たり，共感したり，考えたりするため

に利用するものである。一部時間の関係で，完成に至っていないものも少し存在する。

２ キ ッ ト Ｂ １ の 例

このＢ１は，全体研修のあと，グループ等に分かれて，作業を行いながら研修を進めていくい

わゆる「ワークショップ型研修」である。ワークショップ型研修とは，「参加者全員が共通の課題に

取り組み，相互作用や双方向性を通じて学びや成果を生み出すという体験的な取り組み」*7 の

ことであり，近年の教員研修の標準のスタイルになりつつある。

このキットを使っての研修の進め方を一例として紹介する。

………………………………………………………
③このプレゼン画面をいつも確認しながら，
②の授業シーンを見てもらう。

……………………………………………………
②事前に「 IT 実践ナビ」から選び出してお
いた授業シーンを国語，算数，理科，社会
のそれぞれから一つずつ見てもらう。

……………………………………………………

④みんなで一斉に見ながら，各自が付箋

に書いていく(個人作業)

………………………………………………………
① ICT を 使 っ た授 業シー ン を見 せ ま すの
で，それを見ながら， 「同じような授業をす
るためにはここが分からないという部分を
付箋に書き出していきましょう」
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これらの作業の後，教師自らが，何をどのようにする方法が分かっていなかったのかを意識す

るようになり，そのあと，Ａシリーズの自習用キットを使って，自分の習得したいスキルを学習する

流れとなる。

これらのキットは，印刷物は各校でいつでも手に取れる場所に置き，説明データそのものは，

校内サーバ上に置き，教職員が自由に利用できるようにしておく予定である。（現在準備中）

また，学校によっては，全員がよく似たスキル上の課題を持っていることも少なくなく，そのとき

は，続けて一斉にこれらのキット内容をプレゼンすることもある。

⑤それぞれが書き出した付箋

について，この 5 つの内容に

分けてもらう。

人数が少ない場合は，ホワ

イトボードに各項目毎にその

まま貼り付けていく

人 数 が 多 い 場 合 は ， グ ル

ープを作り，そのグループ毎

に ， そ れ ぞ れ の 項 目 に 分 け

て，整理をしてもらう。

……………………………………
★人数が少ない場合

一斉に各自の付箋を 5 つ
の項目毎のシートに貼る。

……………………………………
★人数が多い場合

４～５人のグループを作り，
グループ内で 5 つの項目毎
のシートに貼る。

付箋に書き出して記述内容を集約
すると，⑤の図のような 5 つの観点と
対処法になることを説明。

① 機 械 の 操 作 そ の も の
② 機 械 同 士 の つ な ぎ 方
→一度きちんとすればＯＫ。何度か
繰り返せばＯＫ

③授業展開の仕方▼

④ＩＣＴ利用のバランス▼
→実際の授業で何度も経験しながら
向上

⑤教材の作成・収集の仕方▼
→今までこの部分を全体的な大きさ
の中で語ってきたので，個別対応の
部分で教師がやる気をなくしてきた。

いざ，ＰＣをつなごうとしてうまくい
かない，インターネットがつながらな
い，画像が画面からはみ出してしまう
・・・・などの症状で次へ進まないこと
が多かった。
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B シリーズと A シリーズキットを組み合わせて，実施した例

３ 本 プ ラ ン に よ る 校 内 研 修 の 実 施 経 過

・ 5 月 16 日 井内小

・ 5 月 24 日 富田小

・ 5 月 31 日 川崎小

・ 6 月 5 日 辻小

・ 6 月 14 日 白地小

・ 11 月 1 日 山城小

・ 1 月 17 日 千松小

・ 1 月 29 日 辻小

・ 2 月 21 日 大野小

環境や職員規模等は異なるが，いずれの学校も，校内研修の時間に位置づけ，９０分単位を

１セットとして実践した。

全員で同じスキル取得をするワークショップで集約
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４ 教 師 の ICT ス キ ル 項 目 に つ い て

本研修プランで考えた内容と，教師に必要となる ICT スキルとの関連を考えたとき，直接的に

その ICT スキルを向上させる研修内容では，スキルだけがクローズアップされてしまい，実際の

授業場面での活用に結びつかないということが，以前から研修の問題として指摘されていた。た

とえば，『新情報教育の手引』（抜粋。下線は筆者）*8 で，次のような重要な指摘があることからも

わかる。

研修のあり方については，これまでの文科省の研修のあり方についての研究から，

①受講生が主体となる研修方法

②操作技能から総合的なスキルの習得をめざす研修

③教員のノウハウを共有するための研修支援システムの充実

④研修後の自己学習の促進のための指針

等が提案されてきている。

そこで，授業活用をイメージした ICT スキル項目について石原*9(2008)がまとめたスキルチェ

ック項目を参考にして，三好地域で必要な ICT スキルを 74 個にしぼり（表 4 ），その達成度につ

いて，調査してみた。

表４ 教師の ICT スキルチェック項目 （一部 ）石原 (2008)を もとに中川改
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調査対象は，三好郡市内の全ての小中学校教職員（管理職，養護教諭，事務職等含む）そ

の回答（ N=483)の中から， 19 年度の研修を本プランに従って行った学校とそうでない学校の比

較をした。

回答は，それぞれの項目について

①１年以上前からできていた

②できるようになって 1 年未満

③今も自信がない

④意味がわからない」

の４つを用意した。

このうち，「②できるようになって１年未満」という回答に注目し，この回答割合を，研修を実施し

た学校とそうでない学校とで比較することで本研修プランに関する項目との関連を見いだす。

表５は，それらの集計結果のうち，研修を実施していない学校より「②できるようになって１年未

満」という回答が多い順に並べ替えたものである。

この結果からは，研修プランの中で直接的に触れる内容(○)や，それに関連する内容(△）の

いずれも，研修プランの実施に対する影響はあるようには見えない。もちろんこれは，１年間の学

校の営みの中で，ただ一つの研修プランが長期的に特定の ICT スキルアップのために利用でき

るものだと言えるはずもないが，一つ一つの研修が複合的に補完し合い，継続的に意欲を高め

表５ 研修プラン内容に関する ICT スキルチェック項目の比較

○・・・・・研修プラン内容に直接一致する内容 △・・・・・研修プラン内容と関連する内容

設問
番号

19年度中にできるように
なったと答えた人数の

「研修実施校と未実施校
との比較」

実施研修内
容との関連

ICTスキル内容

c13 13.4% メールにファイルを添付して送る方法とファイル添付のマナーを理解している
c56 10.1% △ スライドの順番を変えたり，コピーしたりできる
c25 9.0% △ テキストボックスを作って文書中に別の文字列をレイアウトできる
c21 8.7% 作成する文書の用紙サイズや縦横、余白、文字数、行数、段組みを設定できる
c16 8.1% デジカメで撮影するとき，画像サイズや解像度を設定して撮影したり不要な画像を消去したりで
c02 8.0% 画面の解像度を変えることができる
c50 7.4% △ ＰＣ上でＤＶＤを再生することができる
c03 6.9% 上書き保存と別名で保存の違いがわかり、ファイルに修正を加えて保存できる
c27 6.1% 文書内に写真やイラストを挿入し、大きさを変更して自由にレイアウトできる
c32 6.1% 元の大きさの用紙を拡大したり縮小したりして印刷できる
c37 6.1% セルの結合や解除、書式のコピーができる
c38 5.6% 入力したデータの合計や平均を求め、並べ替えができる
c22 5.4% 文字のサイズや文字色、フォントを変更し、右寄せやセンタリング、文字飾りを施すことができる
c28 5.4% 文書内にロゴや図形、イラスト、表やグラフを挿入し、自由にレイアウトできる
c29 5.4% 必要なページと部数を指定して印刷できる
c43 5.4% 音声データの一部を削除や複製をしたり、全体のテンポを変えたりして、曲の長さを調整できる
c04 5.3% 指定されたドライブのファイルを探し、別のドライブの任意のフォルダに移動やコピーができる
c06 5.3% 日本語入力のオンオフを交互に切り替えることができる
c31 5.3% ○ ＰＤＦファイルを作成できる
c55 4.7% △ スライドに写真やイラスト、図形を取り込むことができる
c47 4.3% ＰＣにマイクをつなぎ，適切な音量で録音し，ファイルを作成できる
c20 4.1% △ 加工した画像をBMPやJPGなど指定された形式で任意のフォルダに保存できる
c12 4.0% メールアドレスのドメインの味を知り、相手がどのような組織からメールを送っているか推察でき
c01 3.4% フリーズしたパソコンの電源を切ることができる
c17 3.4% △ デジカメとパソコンをケーブルでつなぎ、画像をパソコンに読み込むことができる
c63 3.4% ○ 画像や地図を検索することができる
c05 3.3% 「シャットダウン」と「休止」の違いを説明でき，設定することができる
c60 3.3% ○ ＷＷＷの仕組みについて、ＨＴＭＬファイルとＷｅｂサーバ、ブラウザーの関係から説明できる
c23 2.9% 書式のコピーや文字数のカウント、数式の挿入ができる
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ていくことを考えると，全体としてこの１年でできるようになった項目が少しでも増えることが，これ

ら研修プランの一つの成果であると見てもかまわないのではないかと考える。

図２は，研修実施校の，”授業を担当する者”に限定して，「できるようになって１年未満」と答え

た数を単純に多い順に並べた結果である(N=73)。これを見ると，本年度研修プランを立てたとき

に，身につけてほしいと願った次のような項目（ｐ.６）が多数含まれていることがわかる。

・プロジェクタとＰＣを接続したり，実物投影機を接続したりして，教室で利用する

・プレゼンソフトを利用して，写真や教材を思い通りに提示する

・デジカメで撮影した写真を授業中に利用する

・インターネットから必要な情報を取り出し，授業で利用しやすいように保存し，加工する。

・実物投影機を日常的に利用する。

・メールを利用して授業に関する情報をやりとりする。

・学校ＷＥＢページに興味を持ち，進んで活動を発信する。

図２ 「できるようになって１年未満」と答えた項目



* 1 文 部 科 学 省 ( 2 0 0 7) 教 員 の I C T 活 用 指 導 力 の チ ェ ッ ク リ ス ト，

http://www.mext.go.jp/b_menu/houdou/19/02/07021604.htm(2008/3/17)

*2 文部科学省(2007)，学校における教育の情報化の実態等に関する調査結果について－教員の ICT 活用指

導力に関する速報値－， http://www.mext.go.jp/b_menu/houdou/19/07/07071914.htm(2008/3/17 ）

*3 堀田龍也･高橋純･中山実・清水康敬(2006) 「 IT 活用指導力を習得する研修の構成要素とその重要度に

関する検討」 日本教育工学会研究報告集 JSET06-4 pp.71-76

*4 中川斉史(2005) 校内情報化推進リーダー支援システムの構築 日本教育工学会研究報告集 JSET05-2

pp.11-18

-15-

６ 結論

本年度の取り組みとして，各校内での研修プランのキット化をめざした研究であったが，本プラ

ンの有効性について，年度末に調査を行うということで，研修キットの内容との関連性がどこまで

あるのかという点については，大きく疑問が残る結果となった。ただ，研修直後のアンケートで

は，一次記憶どまりであり，長期記憶からルーチンワーク化できることをめざすのが，本来のこの

教師の ICT 活用スキルではないかと考えたため，研修直後の調査をしていない。

さらに，研修のきっかけ作りとしての本人による研修実践であるが，これも早くは 1 学期，遅く

は３学期と，実施時期もまちまちであるが，やはり年度末における実際のスキルチェックを行って

いくことが来年度に向けてのそれぞれの学校の課題として，引き継いでいける内容となるはずで

ある。

今回開発したキットでは，数枚の簡単なプレゼンシートで，必要な内容を最小限にして，解説

するようにしたが，無条件にやってもらうことと，意味や理由を考えてやってもらうことの両方が必

要である。ＩＣＴ関係の機器は，機種が異なれば，操作法は変わるものだが，簡単な仕組みを理

解しておくことで，応用力が生まれ，どのような機器にでも対応できる能力が向上するし，なによ

り，授業設計の主体者として，ＩＣＴをどのように生かしていくかを冷静に判断できるようになるので

はないかと思われる。

単なる機器の操作を身につけるのが目的ではなくて，その操作ができることをベースとして，ど

のように生かしていくかという部分を今後の授業研究の最大のテーマにしていくための一つの方

策が見えてきたものと考える。
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